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ੈ界࠷খ級のᄡೕྨである
トウキョウトガリネズミは、
1903にॳめてั獲されてから
100間ಉ一でั獲されたことはなく、
偶વでしかั獲できないとධされた
のछでした。近はݬ
ಉ一でのั獲が可になり、ಉ一でのั獲が可になり、
ੜଶがঃ々にってきました。
すると、これまでのຊछに
関する見にはࢥいࠐみとも
える解ऍがଟく、それがຊछとݴ
のग़会いを્んできたようです。
ຊछの࠷৽ใの介を௨して、
ಘられたஅยతなݱをಘられたஅยతなݱを
どのようにଊえるかについて
。いますࢥえてみたいとߟ

トガリネズミྨはネズミと
໊がきますがᴩྨࣃではなく

ਅແというモグラや
ハリネズミの間にଐします。
トガリネズミྨではੈ界࠷খの

ᄡೕྨとされるछが
গなくとも３回গなくとも３回

ಠཱにਐ化しています。
またᄡೕྨとしてはしく

ಟを࣋つछがいくつかられています。
一ํ、ํ系のトガリネズミྨは

基ૅँがඇৗにߴく৯ཁ求ྔが
いにもかかわらず極寒のでもߴ

ౙをせずに越ౙします。ౙをせずに越ౙします。
このෆࢥ議が一ഋの

ਅແᄡೕྨにࢲはັྃされ
そのੜଶとਐ化を໌らかにすべく

30以্、༷々なଆ໘から
研究をつづけております。
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河原 淳
環境ল希গੜಈ২छอଘਪਐ委員

トウキョウトガリネズミが
私たちに語ること

大舘 智志
海ಓେ学温科学研究ॴ

一番小さな哺乳類
トガリネズミのお話

北海道とバイオミメティクスを考える
その8　動物と人との関係誌

第84回
バイオミメティクス市民セミナー・対話篇

かわはら あつし

おおだち さとし


